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三十年戦争中の人口損失
因にはできないとのことである。人1］の減少の最犬の原因となったのは・とり
わげペストであった。しかLながら戦争という条件がペストの影響を決定的に
増大させたのであるから，ペストによる死老を戦争の結果に加えないというこ
とは，全く不可能なことである。フラソツは色々な資料を分析評価した繕果，
r慎重に査定Lてみて，この三十年に渡る苦難の時代にドイツの農村人1コのお
よそ40バーセソトが戦争と疫病の犠牲にたったと計算しなけれぱならないであ
ろう。都市においては，その損失は33パーセントにしか見積られないであろ
う」という結論に達Lている。従ってドイツの人口の減少は全体で戦争前の
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1，500万から1，700】万の間から，ユ648年の1，000万からユ，100万の問であると
考えられ私（フランツのあげた地方別の人口減少の一覧表を次にかがげてお
こう。）
　どうして農村に比較して都会の方が人口の減少が少なくてすんだかというと，
防備を固めた都市は，一般に直接的な戦争の影響から身を守り，周辺からの遼
難民を受げ入れることができたのに反して，村落や平地では人間の身を守って
くれるものがほとんどなかったからである。とりわけ戦争の最後の局面で，戦
争が全ドイツに及び，略奪Lつくす兵隊や強盗団が国じゅうを荒し回っていた
ときは，農村に住む人たちの状況は決定的に悪化した。なぜなら繰り返し損害
が加えられるために正常な経済活動は不可能になってしまったからである。
　従って戦後の最初の課題は，租税負担力を回復するために荒廃した農地を開
墾し，農民の働き口を補充し，土地を耕すことであったが，この課題の遂行は，
戦争の終結が一般的な農業危機，すなわち穀物価格の薯しい下落と重なり，農
業に対する不利な財政的な緒果をもたらLたために極めて困難であった。商業
や工業の面でも，戦後の時代は不況と共に始まり，この不況が克服されたのは
やっと17世紀の終り頃になってからであった。各種ギルドの保守主義と資本の
不足が経済の再建をさまたげたのである。とりわけ輸出指向型であった工業は
戦争前の飯売地域を戦争によって他にとって代わられてしまったのであ乱こ
のようにしてヘニング（F．Hennin9）によれば，町三十年戦争は全部をひっく
るめて，完全に衰えた経済を伴った荒廃Lた国土を後に残したが，これは国家
と国家を代表する領主の活発な経済生活への経済政策に対する理想的な出発点
であった」のであ乱帝国と諾領地の戦後の経済政策の主要目標は，自己の収
入を確傑L，それと共に自己の権力を強化するために，重い戦争の被害を敢り
除き，経済的立ち直りのための前提を作りだすことでなけれぱなら在かった。
国家ないL領主が経済に干渉するということは捌段目新Lいことでは次かった
が，17世紀においては，これが絶対主義と密接に結びつき，新しい一個のシス
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テムあるいは経済理論として初めて認められるような新しい特質を帯びてい
る。この経済政策を特徴づげて一般にr重商主義」（Merkant｛lismus）という
言葉が採用されているが，重商主義の経済政策にとってはなかんずく，経済酌
富の増大が期待される自国内の経済部門を振興することが間題であった。富の
大きさは金や貴金属をいくらもっているかではかられ，受げ取り勘定を達成す
ること，すなわちできる隈り多くの金や貴金属が自国に流入し，それに反して
輸入を削減するように外国貿易を規制することが肝要である。そして重商主義
の経済を成功させるためには，まとまった国民経済を作りだすことが必要であ
る。すなわち国内関税が敢り除かれ，計量法や重量や貨幣制度が単純化され，
交通路が改善されたけれぱならなかったのである。もちろんこのことは絶対主
義的国家の典型である7ラ：■スにおいても完全にうまく行った訳ではなかっ
た。
　フランスと違ってドイツ帝国には中央集権化した国家組織はなく，ウェスト
ファリア条約の後には，広大な主権領地をもったゆるやかな連合があるだげで，
しかもこれらの主権領地の大部分は自立の経済政策を営むには，余りにも小さ
すぎたのである。LかLながら帝国の諸機関は経済的な問題に関心を持ち，経
済政策の聞題を国家的た利益の面から解決しようとする法律を公布L，その際
には明らかに重商主義的な処置もとられたのである。例えぱ1676年から79年ま
では，すべてのフランス商品に対する輸入禁止，1689年にはフラソスに対する
全面的貿易停止の布告が行われてい私
　さて1648年10月に皇帝フェルディナント三世とフランスとの聞にミュンスタ
ーで，同じくスウェーデソとの間にはオスナブリュックで，いわゆるウェスト
ファリア条約（der　West捌ische　Friede）が成立し，宗教に関しては新旧両
教徒の同権とr統治者の宗教」の原則（Cujusregio，ejusre1igio）（＝Wessen
Land，dessen　Religion）が確認され，国政に関しては諸侯は完全な国家主権
を認められ，フラソスを模範とする絶対主義の確立の方向へ向った。絶対主義
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国家においては，貴族階級に一部特権の認められていた杜会秩序は新しい政治
構造のもとに服した。中世時代から縫持されていた荘園制度的な自治に対Lて，
領主による行政の機関，すなわち厳格な官僚および官庁機構が同等なものと認
められ，国家および領主の委託を受げて働く官僚機穣がこのようにして中央集
権に帰属しない残りの自治組織を次第に国家全体の中へ組み入れていったので
ある。かくして新しく作られた行政機関と領主の権力を保証する常備軍によっ
て，国家を代表する姿は全体としてそれを外部に向って代表する支配者の周囲
に集中するのである。そLて行政の中央集権は，前述したように同様に宮廷の
必要に応じて組織される国家の重商主義的な指導となって経済面では対応して
いるのである。経済政策は全く国家と領主に帰せられたが，同時に商人や交易
の重大な意味もはっきりと認められた。
　かくして17世紀の最後の20～30年には顕著な変化が際立つようになっれす
たわち貴族，大ブルジョアジー，商人および知識階級は，絶対主義国家の中で
の自分たちの任務と自己認識に新たな解釈をカロえているのである。㈱ちょうど
．この時代に経済の回復と景気の高揚の局面に伴なわれたいくつかの遇程を経て，
国家の構造においても，また主体的認識の構造においても重要な変化が生じて
いる。市民階級と市民階級の交易によってえられる富の発展のためのスタート
の基石が置かれ，同時に市民階級の重要性は官僚機構の成立によって増大す
る。ユルゲン・ハーバマースは，官療機穣と常備軍が職に就かずに生活してい
る宮廷勢力圏の最初の敵対者とLて理解すべきことを確認した。一副領主の私生
活がそのまま同時に公生活の執行であって，それが公の出来事を代表する形態
は崩壌する。ハーバマースに従えぱr君主の宮廷へとせぱめられ，同時にきわ
だったものになった公の世間代表の最後の形はすでに，国家から分離しつつあ
る杜会の真中にある保留地なのであ乱いまや初めて特に近代的な意味におい
て私的な領域と公的な領域が分岐するのである」。領主という国家の代表著に
対して，複数の公共の組織が立ち向ってくる。それは官僚機構と常傭軍におい
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てもっとも顕著であるが，重商主義の規制を受げた経済の中で，領主の富に対
抗するに至った商人たちの徐々に増大する富も，職業につかないで暮す宮廷の
人たちの生活と公げの生活からの分離および個人の予算の国家の予算からの分
離の開始を予示している。
　以上17世紀末期の杜会および経済状勢の変化について述ぺてきたが，このよ
うに冗長にすぎる程に書いたのは，悪漢ロマンから政治ロマ＝■への，また宮
廷・歴史ロマンから風流ロマソヘの移行の背景を明らかにしたいからである。
オルタイルの言葉によれぱr宮廷・歴史ロマソの風流ロマソヘの，悪漢ロマン
から政治ロマソヘの移行の中で，ロマンはその神学的正当化の域を越えて杜会
行動の教へと引き出されるのである」。（In　der　Wandlmg　des　h舶sch－
historischen　zum‘galanten’md　der　Sche1menroman　zum‘po1itischen’
Rom狐wira　der　Romalユ也ber　se㎞e　theologische　Rechtfertigmg　zur
Lehre　des　gesel11gen　Yerhaltens　hmausgefuhrt）ωすでに政治ロマソの項
で述べたように，政治ロマ：■に登場する人物は，この世の無常（inCOnStantia
mundi）に絶望して，神とのみある来世への準備をするために，隠老のように
孤独の中へ引き込もらず，むLろ杜会において政治的に賢明に振舞い，遣徳的
意識を有益な行動に変えることを学習し，道徳酌な実利主義を経済的成功と結
び付げようと努力するのである。
　このように現世において自分の行くべき遣を見いだし実用的た処世訓を提
供Lようとする試みとともに，バロック時代の教条的た基礎は放棄されたと見
られよう。バロックの最盛期においては，現実は個々人の経験Lうる外界でも
主観的に経験Lうるものでもなく，神の超越的た秩序であった。現実の意味内
容を規定するのは，現象すなわち見せかけの世界ではたく，現世の底に横たわ
る神のおきてだったのである。上流階級のロマンである宮廷・歴史ロマンがも
ろもろの現象を理想化して偽造L，当為と存在の同一性を見せかけたのに対し
て，庶民階級の戸マンである悪漢ロマンはもう一方の極端を走り・もろもろの
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現象を歪曲して風刺化してLまったのであ乱すなわち前者ば理想を確立しよ
うとし，後考はもろもろの現象を神のおきてを基準とLて比べ見たのであ飢
後考，すなわち庶民階級のロマ■は地上酌な存在と超越的な要誇を批判的に対
置する兆しを示してはいるが，冷静なリアリズムを作り出すには至っていな
い。バロック最盛期においては，上流階級のロマンでも，庶民階級の回マソで
も，作老は可視的な憧界を僕写はLたいで，自分の教条的な世界観に対応した
物語を組立てるのである。婁件の道具立てや文学的フィクショソは，ただ神学
的・遣徳的体系を例示する曾こ役立つだけであった。従って作り出された人物の
個人的・主観的汝経験などは必要でなく，物事の背後に隠されている真理の告
示が問題たのである。このように見るならぱ，方向こそ逆になっているが，上
流階級のロマソも庶民階級のロマンもバロック最盛期のそれは，同一の教条的
規範の二つの変種にほかならない。ロマンに描かれる人物も，高貴な身分の人
であれ，並の人間であれ性格としては成長しない。なぜたらこれらの人物が世
聞や自分自身の生存に与える意昧は，経験を積み重ねることや色々な事象の価
値判断を絶えず変えて行くことから生れてくるのでは恋く，存在の意味という
ものは経験に先んじ・て棲わっているからであ乱人生は趨自然的な真理を確認
する場にすぎ次いのであり，その真理の妥当性は，それを受げ入れるか，ある
いははねつけるかの個々人の決断とは関係がないのである。
　しかLながら17世紀も末期になると，先に述べたような杜会的・経済的状勢
を背景として，このような教条的な硬直さはゆるまった。この現世での正しい
処し方を教えようとする政治ロマンは実際的な遣徳をこっそり教えているので
ある。この世で成功することはもはや犯罪老のしるしではなく，正直な生活に
対する正当な報酬にたったのである。人間の犯す誤りは，もはや以前のように
神秘的ないL象徴的な相のもとで批判されるのではなく，市民的な秩序と労働
モラルに対する違反として批判されるようになったのである。そしてその移り
変りを示しているのが，先に述ぺたクリステ4アーソ・ヴァイゼなのである。
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　ところでこれと平行Lて同じような発展が上流階級のロマンでも生じたので
ある。アントーン・ウルリッヒは，18世紀の初期に至るまで宮廷・歴史ロマソ
の理想に忠実に従っていたが，他の薯者たちは政治ロマンの例を自分たちの宮
廷恋愛的物語に利用Lたのである。
　彼らの作晶はもはや，先験的な神の救済計画の視点から混乱した現実を収拾
することではなく，現世の実際の状況との対決恋のである。かつては神の秩序
の不気味な敵であった運命の女神フォルトゥーナが宮廷の陰謀家になる。そし
てフォルトゥーナの行便する悪魔的な力が平凡な陰謀の術策になるのである。
こう恋るともはやこれは，王侯のような身分の高い人や普通の貴族や成上り者
たちが演戯する風流目マソの領域である。大きな世界のひのき舞台は，小さな
のぞきからくりによってとって代られたのである。
　しからば風流ロマン（9a1anter　Romal1）とは何であろうか。r風流胃マン』
（Der　gal㎝te　Roman）の薯者ヘルベルト・ズィンガー（Herbert　Singer）の
定義によれぱr愛の物語を宮廷・歴史ロマンの方法で語るけれども・それを英
雄的な騎±の冒険や国政上の事件と結びつけないロマソのタイプ」（ein　Ro・
㎜2m帥us，der　Liebesgeschichten　in　der　Art　des　h舶sch－historischen
Romans　erz独1te，ohne　sie　Init　heroischen　Abenteuem　oder　staatspoli－
tischen　Vorg釦9eI1zu　verbinden、）ωのことである。語源的に見るならぱ，
galantという言葉はスベイソ語の9ala（晴着，盛装）（この言葉ばさらにア
ラビァ語までさかのぽるようだが）に発Lており，ハイネ（M・Heyne）のrド
イツ語辞典』（1906年）によれぱ，17世紀にフランス語から取り入れられた流
行語で，最初は宮廷服や流行服に関違して用いられていたが，やがて杜交会全
体に対する態度について「行儀のよい，優美な，（特に婦人に対して）ていね
いた」という意味で用いられた。LかLながらこの様な意味は現在でばすたれ
ており，今ではむしろ直接フランス語の9alantの影響をうけてr情事に関係
Lた，色事の」（eine　Liebesbeziehmg　betre舐end，amcurδs）の意味で用い
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られる。そしてフラソス語でいうp06sie　gaIante（風流詩）吻というものは，
宮廷・ロマンの項で述べたフラソスの17世紀に行われた貴族のサロンでもては
やされたもので，洗練された工目ティシズムやエスプリやコケトリーにみちた
会話が売物であった。しかしながらドイツにはこのような貴族的なサロンはな
く，風流詩を作り出すような杜会的な前提は欠けていたので，ドイツでいう
galante　Lyrikというのは，フランスを手本にした文学的イミティションに
すぎず，ノイキルヒ（B．Neukirch）やメナンテス（Menantes）によってまと
められたいくつかのアンソ1コジーにおさめられている。galanter　ROmanは
もっと公然と好色的であり，もっと軽薄であり，登場人物の秘密な情事につい
てあけすけで時には好亀本に近づいている。従って前述したヴイルペルトの
『文学事項辞典』では，9a1anter　Romanは9alante　Dichtmgの一種類と
されているので，江戸時代の風流本にならってr風流ロマン」と訳すことにす
る。
　さて宮廷・歴史ロマソから風流ロマンヘの最初の発展の道を開いたのは，ア
ウグスト・ボーゼ（Au帥st　Bohse）（1661－1742）であった。官吏の子供と
して生れたポーゼは，学業を終え家庭教師をしたあとで，1685年からまずハン
ブルクで，ついでベルリーン，ザクセンと当時としては珍らしいフリー在作家
として生活Lようと試みたが，その著作によって大きな成功をおさめたのでか
たり長い間そうすることが実際にできたのであ飢そしてそのかたわら法学や
文体や鑓弁について私的な議義をしたり，さらに学問を続げたりしたが，やが
て公職に就かたい生活がいやになり，公爵の秘書，エルフルト犬学の教授，
1708年にはリーグニヅツの新設の貴族子弟用の寄宿学校の主任教授になって，
42年にその地で死去したのである。
　ボーゼは並はずれて多作恋人聞で，教科書を作ったり，逸話集を編んだり，
バークレイの『アルゲーニス』や，ラ・ファィエヅト夫人の『モソパソスィエ
公夫人』や，7エヌロ：／の『テレマックの冒険』などの翻訳を出したりしたほ
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かに，全部で14のロマンを書いており，そのほとんどすべてぱ1685年から1700
年の閻に出版され1720年代まで版を重ねた。ポーゼは風流ロマンの本来のタイ
プともいうべきものを作り出しており，宮廷・歴史ロマソの複雑な筋書きの多
種多様なもつれを単純化し，事件を比較的見通しのきく物語へと縮小させたの
であ孔国家行事は背景に退き，恋物語が自立したのであ乱彼が描いたもの
は，例えぱr愛の迷路』（Der　Liebe　I灯egarten）（1684年）におげるように
r人間の心の気まぐれな動き」であった。愛はもはや世界史を規定あるいは解
明する事件としては描かれず，しっとや愛着や業務や感清のあつれきの中で汲
み尽くされるのである。そしてこのことはボーゼがその題材を『ベルシャのア
ルツェスティス』（A1ces旬s　aus　Persien）（1689年），『アウローレソス，クレ
タの王女の国家と愛の物語』（Aurorens，Kδniglicher　PrinceBin　aus　Creta
Staats－md　lLiebes－Gescl1ichte）（1695年）のように，宮廷・歴史的な伝統の
中に求めても，その場面を遠い外国に求めようとも，r宮廷の愛の神アーモ
ル』（Amor　an亘ofe）（1689－91）のように高級貴族のたわむれの愛の喜び
を描こうとも全く同じである。どの作品においても世界史を動かす強犬なおき
てではなく，愛のもつれだけが事件の推進カなのである。そして理性と激情と
の間の戦いには宗教的な局面はないのである。このようにLてボーゼを原型あ
るいぱ草分げとする風流ロマンヘの道が開かれ，ズィンガーのいわゆる「ロマ
ソの世俗化」（S盆k曲risiermg　des　Rom㎝s）が行われたのであるが，ボー
ゼは決して創始者（E㎡nder）あるいは新種創案着（Neugestalter）ではなく，
巧妙な改作老（Arrangeur）であった。すでに与えられている様々た形式の中
から取捨選択し，確かな本能でもって読者の期待に浴った組み合せを作り上げ
たのである。
　ゲヅティンゲンの法律家であり歴史家でもあったヨーアヒム・マイヤー
（Joachim　Meier）（166ユー1732）は，その愛の物語を古代ローマヘ移Lかえ，
r高貴なローマ女性レスビア』（Die　durchIauchtige　Rδ血erh　Lesbia）
724
　　　　　　　　ドイツ文学におげるロマーソ理論の研究（V）　　　　　　　81
（1690年，ライプツィヒ）と『ローマ女性デーリァ』（Die　ROmerin　De1ia）
（1707年，フランクフルト）では，その題材をホラティウスの詩から借りてい
る。彼は全部で5篇のロマ1■を書いているが，『アマゾンのスミュルナ』（Die
Amazonische　Smyma）（1705年，ライプニッツ）では地申海地域における歴
史的知識を詳しく述べ，高尚な国家および愛の物語が，歴史便覧のようなおも
むきを呈している。ダルムシュタットの司書であったゲオルク・クリスティア
ソ・レームス（Georg　Christian　Lehms）（1684－1717）も聖書の題材を同じ
ように扱っている。エルンスト・ヤーコブ・フォン・アウトノレフ（Emst　Jacob
yon　Autorのもそのr高資なオロレーナ』（Die　Durchlauchtigste　Olorena）
（1694年，ライプツィヒ）の中ではカール・フォソ・ロートリンゲンをめぐ
る歴史的事件を題材にし，『プブリゥス・コルネーリゥス・スツィーピオ』
（Pub1ius　Cornelius　Scipio）　（1696－1698，　フランクフルトとライプツィヒ）
では，トロヤの征服からスキピオの死に至るまでの百科辞書的恋材料の中に高
貴な愛の物語が埋没している。このようにしてみると，風流ロマソだげが宮
廷・歴史ロマソの唯一の継承著でないことが確認できるであろう。風流ロマン
は特に愛の葛藤を中心テーマにしているが，もう一つ別の支流があって歴史的
な知識を敷術し外国の珍らしいことを知らせるために，読考の百科辞典的た関
心に迎合し，愛の物語を単に口実として用いているのである。
　このジャソルでもっとも成功をおさめたのは，工一バーハルト・ヴェルナー・
ハッペル（Eberhard　Wemer　Happel）（164卜1690）であった。神はヘッセ
ソ州のキルヒハイソで牧師の子として生れ，マールブルクで数学，医学を学ん
だり，その後教師をつとめたりしたが，1670年にはハソブルクに定住し，そこ
で死んだ。ハッベルの作品は形式上は宮廷・歴史ロマソの図式を保持Lてい
る。物語は事件の大きな混乱の時点で始まり，事件を解明するカットバックと，
手に汗を握らせるようなさすらいの後に再会する恋人たちが結局結び合わされ
るごとによって，めでたLめでたしの結末へ導かれるのである。しかしながら
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このような図式は，ハッペルにとっては単なる筋書きのフレームにすぎない。
それは宮廷・歴史ロマンにおげるように，世界史の徐々に解き明かされて行く
形而上学的な現実の反映ではない。物語の主人公たちは，薯者が外国や外国の
民族や習慣について教えることができるように，世界中に押し流され辺ぴな民
族のところへやってくるにすぎない。混乱した現実は，宮廷・歴史ロマソにお
けるように人間存在のアレゴリーではなく，物語における地理学的および比較
民族学的な構説を組み込むための純粋に形式的な要素にすぎないのである。主
人公たちの運命は，『アジアのオノガソボ』（Der　Asiatische　Onogambo）
（ユ673年，ハンブルク）にしろ，rヨーロッパのトロアン』（Der　Europ身ische
Toroan）（1676年，ハソブルク）にしろ，『島のマソドレル』（Der　Insulanische
Mandren）（1682年，ハソブルク）にしろ，rアフリカのタルノラスト』（Der
Africanische　Tamolast）（ユ689年，ウルム）にしろ，つまるところ副次的な
もので，その役割はどれとでも交換可能である。ただ歴史的ないし異国風のメ
ーキャヅプがある種の色彩効果を与えているだけである。ハヅベルの作品の中
で今日でもなお一読に値するとされ，もっとも重要な学生ロマンのひとつとさ
れているのは，17世紀の大学生活について文化史的に興味ある素描を与えてい
る『大学ロマン』（Der　Academische　Roman）（1690年，ウルム）である。
　さて普通ボーゼの後継者とされているのはクリスティアソ．フリードリヒ．
フーノルト（Christian　Friedrich　Hunold）（1680－1721）年で，当時の人び
とにはメナソテス（Menantes）というベンネームで知られていた。小作人の
息子として生れたフーノルトは，早くからみなし児になったが，才能に恵まれ，
音楽を愛し，1697年から1700年まではイェーナとヴァイセソフェルスで優雅で
のんきな学生生活をおくった。その後ボーゼとつながりをもつように次り，同
じょうにヨハン・べ一アも属していたヴァイセソフェルス宮廷の文学および音
楽の集りとも関係をもった。1700年には遺産を使い果たし，債権考から逃げる
ためにハソブルクヘ移り，そこでフリーの作家として生活Lたり，個人レッス
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ンをしたり，劇場と親密な関係をもった。そして長い間ある女流歌手と同棲を
していたが，1706年に『風刺ロマン』が引き起したスキャンダルに巻き込まれ
てザクセソヘ逃げ返り，さらにハレに定住し，そこで市民的でまじめな生活を
送り，信心深さと道徳的信念を誇示し，1721年に法学博土で大学講師とLて死
去するのである。
　フーノルトは，詩集や作法本や書簡文範やオペラの台本や翻訳のほかに，四
冊のロマソ，すなわちr多情な世界』（Die　Ver1iebte　md　Gal㎝te　We1t）
（1700年，r愛らしいアダリー』（Die　Liebens械rdige　Ada1ie）（1702年），
rヨーロツバ宮廷愛情英雄物語』（Der　Europ射schen　Hδfe　Liebes－md
He｝den－Geschichte）（1705年），r風刺ロマソ』（Satyrischer　Roman）（1706
年，いずれもハソブルク発行）を書いている。
　第一作の『多情な世界』は，フーノルトがヴァイセソフェルスから逃亡した
直後に出版されたもので，イェーナとヴァイセソフェルスの宮廷と都市の物語
を集めたもので，第三作の『ヨーロッパ宮廷愛情英雄物語』も同様にヨーロッ
パの宮廷の記録からセンセイショナルで薬味のきいた，あるいはスキャンダラ
スな事件を集めたもので，ズィソガーはこの二つの作品は本来の意味でのロマ
ンでは次いとしている。『風刺艀マン』は，ハソブルクの市民杜会のスキャソ
ダラス汰事件を公表したもので，著者はためらいのない暴露を恐れず，Lかも
適切な形で行ったので，この艀マンの発行は世閻を沸き立たせ，検閲の干渉や
傷げられた人達の復讐心を呼び起し，ついにハソブルクから立ち去らねぱなら
たくなったのである。テユルザテスとその同伴者のゼラソダー男爵が男狂いの
フルヴィアの実を繕ぱない誘惑の試みの貝撃者になる。フルヴィアが内気で男
鎌いのカウザボーナのところにアドヴァイスを求めようとしたときに・デュル
ザスとゼラ1■ダーはフルヴィアの後を追い，二人の女の奇妙な恋愛ごっこの現
場を捕える。このことがきっかけに汝って，テユルザテスとゼランダーの二人
が様々淀性の面での脱線について話すようになるのである。ある犬掌町に滞在
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しているときには，彼らは怠けものの学生と横柄な商人と知り合いになり，い
かがわLい夜会に加わる。彼らはさらにヴェニスにまで足を伸ぱすが，そこで
体験したり行ったりすることは，綱かい点に至るまでハンブルクで起きた事件
やフーノルト自身の生活の事件を想起させるのである。テユルザテスとゼラン
ダーば夜会から夜会へと移って行くが，至る所でみだらなふるまいがなされ
る。何回かの騒々しい情事を経て，二人はそれぞれしあわせをえて結婚するの
である。
　フーノルトがポーゼの文学的後継老であるという評判を確立したのは，二番
目に発表されたr愛らしいアダリー』で，そのブロットはフランスのジャソ・
ドゥ・プレシャク（Jean　de　Pr6chac）の『名高いバリジェソヌ，ありのまま
の艶話』（L’i1lustre　Parisieme，Histoire　Galante　et▽eritable）から管りた
ものである。ズィソガーによれぱ，風流ロマンのすべての特性はこのロマンか
ら読み取ることができるとLている。このロマソのテーマはあるドイツの王子
と身分の低t・フランス女性との聞の愛の物語で，ポアトゥのある小貴族の娘で
あるエレオノル・デスィミェ・ドルブルーズが最初は公式の側室になり，その
後長期に渡る努力と交渉の末に結局1676年にゲオルク・ヴィルヘルム・フォ
ン・リューネブルクツェレ公爵の夫人になった実際の物語をプレシャクが題材
として用いたのである。プレシャクのロマンは，ドイツの読老にとLて興味あ
るテーマのせいであろうが，1680年，86年，1722年，34年と4回も翻訳され
た。フーノルトはこのロマソに手を加え，若干の考案した挿入物を組み入れて
原作の二倍以上のものに拡大したのである。
　まずプレシャクのロマソの荒筋を辿ってみよう。ロマソのヒロイソであるブ
ラソシュはある裕福で杜交界で大いに声望のあるパリの銀行家の娘である。主
人公の王子はおLのびで旅行をしていて，この銀行家の家にハソブルクの商友
の息子となって現われる。王子はすぐ美しいブランシュに恋する。まもなくし
て王子は政治的な混乱にまきこまれてイギリスヘ逃亡を余儀なくされる。彼が
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ブラソシュにあてて書いた手紙は紛失してしまう。ブランシュは恋人をさがす
ために王女のお供をしてドイツヘ族行す孔そLてハ1■ブルクで，商友の息子
が死んだことを知る。一方王子の方は，バリで銀行家の娘一実際ばブラソシ
ュの姉のことであった一が繕婚したことを知り，ブランシュに絶交状を送
飢二人のと“ちらもお互いに相手にきょうだいがいるかどうかを尋ねたことは
なかったのである。別れた二人はツェレの宮廷で再会するが，お互いに相手の
正体が分らない，そうこうするうちにブランシュの父親は，ハソブルクと色々
な違絡を取り，例の商友にパリにいるといわれているもうひとりの息子がいる
ことを突き止め，結婚式の目取りが決められる。しかしブランツユがハソブル
クで出会ったのは，全くの別人で実のない無骨者であった。彼女はひとりぽっ
ちになって逃れるが，そこでも様々な追跡に悩まされ，ついにエミーリェ王女
の宮廷へ避難する。また一方では王子はパリで全部の実情を知り，ブラソシュ
を求めて宮廷から宮廷へと族をし，エミーリェ王女の所でブラソシュを見つけ，
大団円となるのである。
　この荒筋からも察せられるように，外面から見ると一見宮廷・歴史ロマソと
係り合っているように見える。す淀わち愛し合う二人がまず喜ぱしい出会いを
した後，多くの紛糾やかっとうに巻き込まれた末，窮極的には再び一緒になっ
てハピーエソドになるのであ乱しかしながら根本的に相異しているのは，ま
ず第一に愛し合う二人が宮廷・歴吏ロマンにおけるように，高級貴族ではたい
ことである。ヒロイソのアダリー（プレシャクのロマソではブラソツユ）は市
民階級の出身であり，このアダリーに王子が恋をするのである。そして最後に
は，個人的な愛着，愛の力が階級の差別に打ち勝ち，アダリーが階級制度のヒ
エラルキーを上昇して行くという起りそうもないことが起るのであ乱超越的
た歴史のおきてが好意や反感を規定するのではなく，恋愛の神アーモルの自由
たたわむれがそれを規定するのである。アーモルは，宮廷・歴史ロマンにおい
て運命の神フォルトゥーナの占めていた地位を代って占めるようになったので
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ある。フーノルトは『多情な世界』の序言の中で，ロマソはもっぱらr恋する
人たちだけを取り扱う」（von　yer1iebten　handeln）べきであるとし，r世界
をすべての人々の眼に開かれた広場としてでなく，秘密な愛の小都屋とLて見
る人は，容易に私に賛同Lてくれるであろう」（Wer　die　Welt　nicht　als
einen　aller　Augen　ge雌neten　P1atz，sondem　a1s　eh　geheimes　Liebes－
Cabinet　durchsehen，wird　mir　leichtlich　Beyfall　geben．）と続けている。
宮廷・歴史ロマソの舞台であった大世界劇場，公の舞台は，ここでは風変りな
恋の手練手管を伴った愛の舞台にせぼめられているのである。アダリーの運命
はr愛の宿命」（Liebes・Verh釦gnis），エロスの世界におげる風変りで奇妙で
代表的た履歴書として解釈され，しかもその手綱を敢るのは気まぐれたフォル
トゥーナの神や，天の配剤の英知ではなく，勝手気ままなアーモルの神なので
ある。ズィンガーによれぱ，恋愛関係の迷路のような錯綜こそが風流ロマソの
本来のテーマであり，そLて恐らくボーゼのロマソの成功をもたらしたもの
であろう。ボーゼのロマソのタイトルが暗示するように，r愛の迷路」（der
Liebe　Irregarten），r愛の小部屋」（Liebes・Cabinet）におけるr恋人たちの
もっれあい」（die　Ver1iebten　Verwirrungen）が当時の人たちの好奇心を大
いに引きつげたように思われる。
　風流ロマソは，18佳紀に入っても，フーノルトの唯一の後継者とされている
ニュルソベルクの都市貴旅であったヨハソ・レオソハルト・ロスト（Joham
Le㎝hard　Rost）（1688－1727）（彼は九編のロマンを残Lている）や，ロビ
ソソソ・クルーソー風のロマソrフェルゼソブルク島』（Insel　Felseubnrg）
（1731－43）の著考としてむしろ知られているヨハソ・ゴヅトフリート・シュ
ナーベル（Joham　Gottfried　Schnabe1）などによって書かれているが，ツユ
ーナーベルのロマソ『愛の迷路をよろめき歩く騎士』（Der　im　Irr－Garten
derLiebeherumtaumelndeCavalier）（1738）は，キンベルによれぱ㈱す
でに1740年に始まる市民的な啓蒙ロマソの到来を知らせている。
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　アルノルト・ヒルシュの指摘する所によれぱ，幽1700年頃ドイツでは新しい
教養ある階級層が生れ，その存在がロマソに反映されている。高級官僚や大学
関係者や小貴族や新貴族の中から新しい門閥が形成された。彼らは宮廷には受
げ入れられなかったが，宮廷の生活様武を模倣L，やがて自分自身の白意識を
発展させていった。裕福に攻った商人たちから絶えず新しい人々の流入をうけ
るこの層が，多分風流ロマンの読者層とみることができよう。キンペルによれ
ぱ，1615年から69年までにドイツではおよそ三十のオリジナルなロマソと六十
の翻訳が出版されたが，1670年から1724年までは三百以上のオリジナルなロマ
ンと約百五十の翻訳であった。
　しかしながらイギリスのr道徳週刊誌」（mOra1week1ies）の影響をうけて，
1713年に初めてハンブルクで道徳週刊誌が刊行されて以来，1720年以後はロマ
ソを攻撃し，排斥する道徳週刊誌が同じ層の市民階級の人びとに読まれるよう
になった。同時に宮廷ではほとんどもっぱらフラスソ語が話されたり読まれた
りしていたL，文盲に近かかった小市民たちはロビン・ソソクルーソー風のロ
マソや宮廷・歴史ロマンの璽流に心を奪われていた。かくして1720年以降は，
風流ロマソはその読老層を失い，やがてイギリスの作家サミュエル・リチャー
ドソソ（Samuel　Richardson）（1689－1761）の感傷的なロマンの影響を受け
た道徳的教化的な家族物語に最終的に取って替わられるのである。
注（1）絡閻（ごう童）というのは楮子状に組んだ格縁（ごうぶち）内の区画のこと
　　（Feld）
　（2）Hans　Gerd　Rbtzer：Der　Roman　des　Barock
　（3）圃上。
　（4）Jucundiはラテソ言蕃でjucmdus（愛すぺさ，人気のある）の二格で，jucudis・
　　SimuSはその最上級である。
　（5）Richard　AlewyI1：Joham　Beer1932，Leipzig
　（6）　Yolker　Meid：Grimme1shausen1984，M竈nchen
　（7）Friedrich－Wi1helm　Hen加g：Das　vorindus位iel1e　Deutschland800bis1800
　　1977，Paderbomマイトの『■リソメルスハウゼソ』による。
フ31
88 早稲田商学第309号
（8）Hams・Josef0舳ei1：Der　poetische　Widefs触回d　im　Roman1980，Regens・
　burg
（9）オルタイルの前掲書による。
㈹　オルタイルの前掲書による。
帥　Herbert　Singer：Der　galante　Ro㎜an1966，Stuttgart
⑫　白水杜版『仏和犬辞奥』による。
鱒　Dieter　Kimpe1：Der　Roman　der　Aufk1自ru口g1967，Stuttgart
⑭　ズィソガーの前掲書による。
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